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胸囲，~高の県平均1Ìi[の推移をみてみよう。 芸品 1阪の!H2J3K4)は，昭和 24年度のそれぞれの年令
におげる発脊を基準とし昭和 27.30， 35， 36. 3 8年度の差を示したものである。すなわ
ち ，昭和 24 fE度のものは ，男女ともにそれぞれの年令において0となっているわげである。
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これらの図によ ってわかる志良児童生徒0)発育の特徴を欝1すると，""の諸点をあげることができ
るの
(l) 体位は全般的に穫し く向上している。 男女と もにこの傾向が，普しく，きさにJ)(I:ial化現象は広
県の児童生徒にも明らかに認められる。
(2) 念i曽紛が低年令J(gに移行している傾向がある。
発育にみられる毅廷のピークは ，男子では 14 ，r.女子では 12，r (休意は 13才〉でほぼ 2か
年のずれはあるが ，年度の進むにつれて低年令に移行している傾向が認められる。
(3¥ 1 6才は発育較をの陥没期である。この資料では .1 5才は会向島1隅校生をとってあるが ，金
般的にとの傾向がみられ，とと に男子では恋しし・。おそらく， 高校入鼠の彰響とし・えるであるう
がtE常な発脊がそ容されてし・ることは合めない事実といえるほど注目 される点である。




とおり，からだは大き〈 なっ てもその内容はうつろなのであろうか。また ，rさんしょうはとつぶ
でも辛¥-.Jとは名言なのであろ うか。
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'3ctiv'j te~) 念行なう際にはたらく生産的ととるで ，運動機築とは， 身体活動 (Fhysica J 
な殿前2喪.It、し、，運動量E力にほかならないが ，比綬的Jヒ要素的，来志的たものをきしてb‘る。 この中
この筋力川嚇核となるものは，筋力ととれ合支配する神磁の作用であるととほし‘うまでもなし、。
となる筋活動は ，基本的には神怪との巧みな協応によ ってなされており ，付溢と切り駁 して宅えること
のできなし、のは当然のことであるが .筋に視点、をすえてみると，筋力の宛伎は筋そのものの構造と
機能にかかわると ころが大きし b しがも ，筋の株造は身体の形態とは実に@綾な鴻越が保たれてし、
るものであるから ，発育と運動機能の発達とは切り離すことのできなし‘関係にあるとし、えよう。
しからば，2i:!菓児童生徒の発育と運動機飽とは，どのような関迷において発達し ，どのような特
色をホしているのであるうが。第 2舗は昭和 27年度の発育(良平均値)に対する昭和 36年度の
発育率をみたものである。すなわら，昭和27，年度におげる身長 ，体重 ，肱囲， ~，喝の発育をそれ
ぞれの年令と もに 1001>とみたのである。なお ，この資料の年度は次に示す濯動能力調査の年度
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き~3 隠は，昭和 2 7 fE.15[ (県教委，小 ・中・ 高体連帯調査)と 昭和36年度(当教資研先所議室iJ
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て筋。、株滋とお犠能とが増強された紙果とみるととができるが，敏しよろ性では，そのテストの符質










れているとみることができるからである。と ころが ，丞芭とびでは ，や Lとのこつの能刀の推移と




発達( Deve) opment )とは， 教育，乙曜学E事典ならびに新教育学辞輿によると， 受精卵に
はじま り，器官ならびに機能が成熟するきでの過程をきしており， 広畿には， 成長または発育
( Growtn ) に.J.る発達と ， 学~による発達とを含んでし 、る。 きた，発達はその語I奈の示す
とおり，青空勢的な可能性が袋|鶏されて現実的 ，活勤的な状態になることを:蛍味するように ，遺伝
型(原型 G:::noty.pe)が表現型 (顕裂 Phe.noty pe)へと移り変る過程であるとしてし・る。
このような発達の定義か らすれば，事華宵とか成長とし、う[t!'i;念も広〈発途に含められるのであるが，
L‘つぱんに， 発育という場合には， 主として生活体の形態形成の過程をさして狭義にうけとられて
しる。との研究においても，身体;の形態的な側簡につし、 ては発育とt.' t. ' ，機能的な側簡にっし、ては
発達と称することにし，<:;らに ，この両面を含んで身体発達と称してし、る。
さて，発育 ，発遂がどのような婆図にようて規制されるものなめかにつし、ては ，今日 なお自身侠な
結論が得られてし‘なし‘のが実情であるう。 古〈から，とleI尋説と経験説。可対立があり ，どこまでが遺
伝によるちのか，ま た，ど こまで環境の影響が及ぶものなのかにつし、て ，多くの論争がなされてき
た。しかし， 現今では純粋に梢専税制言泰する者 もなし‘し， 純粋に鋭験説を主張する ~もし‘ない。
むしろ ，νAテ U ン (W. S t e r 1) の唱える~!恵子奏説をとるものや ， 伺体内部の力と裁墳の刀とが
働さ合って一つの体制 (Organization) がで きる潟持者i:'~.~~<体制説，支たはグジユタ fレト
説を縫E長ずるものもしみ。 いずれにしても，発脊や発i奪は個人iJ)持っき村学的な資質と後天的な湾苦境
の及ぼす影響刀との総合 ，あるいは， 体制j化によってなされるものとみる ことができょう。つまり ，
発育 ，発達は ，遺伝因子と環境E恵子 ，すなわち，内的条件と7t約条件め総決算なのである。
外的条件が発育 ，発達に及iます彰響力ICっし、℃は，多くの実粧がなEされてトるが，とく に次のよ




yスのピνIレメ (Vi11 e rme)はパリ- (Jl壮了について， 穏税務の多い家E査の者が身長の高いこ
とを発表 し， r.男女両位指!の差異や，入居間の差異よりも大きな身長廷が貧富主にみられるJとし
て大きな関心をよんだ。
環j覚書長件の申で ，とくに ，地勢や/!iT-.:lニ，問下誌の生活科験やその係見:， ::.t::主主のとり方やZ司王聖法 ，家
事労働や争イ品 、 ，体育的な返主主や遊び，保他意識や態度 ・ ~tll\ ， J惣峨σ、純静院や文化受などは蚕要
な77クターとたるものであろう。これらの絡要因は ，それが個別に大きな影響刀を待ってし、ると
同時に，それらが実に鋒そうレた夜景証なかかわりお，、におし‘て， 発育 ，先主主に彰響してL・るものと
恩われる。兇T哲生徒の52居 毛fとりを くb‘'J さいの事象や背景，ならびにその行動や経験などが，彼
らの~脊を規制し ，発達をコ Y トロー 11/ しているものなのであるう。
4 問題意識
ぶ県t'c.~;t; . 企凶rï !ÆJ食'擦の調べによると， 開夜J.~ 8 fE 6 月 1 円現在において ， へ~地仮契法胞行規
則に官Fめられた「へき地学校級Jl!!別1ei卸Jにしたがって ，へき地学校に1ti'1をされている学校は ，.2t:
-分校あわせてJj、学校.30 6校 ，中学校 12 1 .交と全学校数の.39 % (/J¥) ， 2 7 % (中〉とし、う
さわめて多くの割合会占めている。争のYlli-t:j~，主教は， 小学校で 32 ， 66 0 人 (全児多数の 11
%) ， 中学校では， 16 ， 30 d 人 (~1:.徒数の 8%) とな ってし・る。とれは ， 玄集が会霞的にも
きわめて広範な山俗i勾を有してし・るとb・う地勢的な条件によって ，必然的にもたら されてb、る結果
ではあるうが ，全国のへき地学校の割合 (afl和.36 ・5 ・1，小学校 24・4% ，中学校 21・5
%)と比較してみても，1"・かにその数が多b、かがわかる。
これらのへE雪地情交は，自然 ，尚古寺，文化などの諸後件に;怠まれなし・"lIJ割地や厳島に多〈所在し
人口鉛t.rも 1場務 なために， その多〈は小刻綴学佼となっ てし‘ るのは . ~~に不 した学校主主と児童主主






先述は ， è!'さに述べたように ， その例人口、持つ先天的な資質と ， 後天的な患を境t百余件との函数~I係
による相互作用によってな しとげられるものであるとすれば，へ書地引伎の児3往生徒，;1:，とのへd
地特有の外的条件の影響によって， Hlj与な形態キ機能の発達をしているものと思われる。ところで ，
































































究滴査では ，主として， 両者の特異性をは復するより lまかにてだてはなかった。
環境諸条件のうちでは，宿命的とも考えられる自然的なものと ，調主主よ復維な要素を持って


















び (瞬発筋力) ，懸垂腕組仲(持久的筋力) ，踏台昇降遼勤(動的持久性)
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込r.; fカ 綜能 測定実施要領
!三重三!
との鵜是正は， 発符 と運動機総との関係につし、て，jjJf先するために行なうものです。
2 対象児斎・~i:迭は ， 小学校では 6 :f1三位，中'戦史では 5 年生ーですが ， ヘき地絞ではこれらの学
年の全児繁・生徒につし、て測定してくださL、。
緩白 法 計 測 |用具 留意事項万




























1 両足をそろえてかかとをつ Icm単位と |体育用綬い よ体会問屈する際に
2 
け，足先を約51-'1.樹いで台上 |し .JIW以 Ij資
の潟に立つ。 I下は凶俗











4i! 向 方 千差 ぬ |桐 兵 留意号~ Jぬ . 
五 上体の伺屈が綾大阪となっ い競合に












1 床の上に45 c1離して 2;:主 床からあ ものさし 1 上体を後るにそらす
iTl平行線をひく。 ご1までの 場合に ，反動をつけた
2 うつ向ぎに伏し.両手を楼 高さを計 り，念、に力を加えたり
の後ろで革Eみ ，足先を<15cm 測する。 テ宮ー ター しなL‘ように，静かに
離して平行線iTlヒにお くの 行なう。
5 5 補助者は後ろから胸の儲t亡 単位は側 高Eきを測定する者は
伏臥上体 ほし・り，ひざで被験手当のひざ とし ，主総 つねに被検者のあごと
そ ら し を押さえ .i本電なやや前亡か 位未満は 水平になるように自の









t 縛 自 | :tt -;j 法 計 調1) m 呉 稼怠事項
1 片手CTlf~先にテ賓ークの粉 単位は例 苛または 1 とび上がって段高点
4 をつげ ，体の向tきを:髭または とし単位 赤色のテ に達する少し手前から
垂直と び 黒板に直角にし，その場で腕 未満は四 8-ークグE f旨先をすり上げるよう
(動 カ) の振動とひざの閥的を利用し 捨五入す 粉 にして行なわせる。











筒足先が地面に触れなb‘縫 あどが扶 高欽E華 1 からだをびくつかせ l
度・の高さの欽1!世HJfi手で錦り 禄の上に (鉄棒の たり ，腕を作ばし切ら |
体'a:"'!っすくに:{Ijばしてぶら下がとる 完全に喜| なし・とこ なb、で内げはじめた窃
5 、
2 「始めJ71合凶で ，あごが 3上げら るでは ， 合は無効とする。
懸 鉄幕張。、上まで山るように， 腕 れたのをf 折れる心 2 あごカ敬事手の上HこE包
霊腕'
をじゅうぶん助げて体を引き 1固と数 配めなし‘ なげれば回数に数えな
懸 l飽げ 上げる。その後，腕をゆるめ 九る。 竹 ・木著書 l<1o 
j号 てもとの姿鈴にかえる。 を依って 5 長身で足先が地面に





蚤 手L鼠の高さの{底鉄縁を)1負手 両腕を曲 {正鉄様( からだがつねにー直
6 で銀り，両腕と休を伸ばし， げて欽務 竹 ".-1に掛 線になるように，まつ〆曲、 斜
持 !主官 JP 斜めに鉄
に胸のつ (i高きを すぐに伸ばしておく。
人 腕 降下に増 レた凶数 掬民rする 2 実纏中にかかとが移
的
曲 れ下がる。 を数える。 ために， 動しないように持劫げ
筋 女
2 腕とからだのなす角度をほぼ マット ， 者が足首をおさえる。
力 、子-' l己的になるようにかかとの 1告を使う〕
、J 位置ををめる。 直角三角
5 腕を曲げて肱}毛f耳来事告にひき 1移めてE規
つけ ，しかるのち ，腕を伸ば (腕と月悶
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3 5 C/mi}) 
4ロA 
ストップワ
いが，鐙れてき たら，途中で |げきせ . Iオッテ
昇り始めの足をかえても容し |逮動後 1I 
っかえなし、。 I分から 1 . 












































品分類表にもとづき， 符号で~('.，へ できる よ うな次の用紙によって揚べた。なお ， i局査の月日






2 児管 ・生徒 に
この調査まは ，身体の発遂と栄養との関連を研究するために行なうもので .1 0月17日
(木)から 10月20 (日)をでの 4日制に毎日の食事にどんなものを食べたかを調べる
ものです。食べたもののなまえ(食品名)と掲裂の材料宏全音色蕎レてください。それらを
毎さし‘れるときには ，下記の宋養類別食品分綴表をよく みて ，類別の番号だげ量書きいれれ
ばよ L ・のですから ， 記入伊.~ にならって毎日忘れないでそれぞれ~ë!I\ し. '1 0月 2 1臼 (}j)
に担任0)先生に提出してくださしb 
栄喜堅実質別食品分類涙
食 口 -wリ 額 食 ロtコ口 O11 <1" 
米 白米 ，七分っさ米 ，*製品
10 その他Jl みずき，えんどう ，It、んげん ，そ
豆類 らまめ，ピーナッツ
麦 大変 ，大変製品 1鮮魚類 鮮魚， 滋およびむき身の魚介類
麦 寸法 ，小麦粉 ，小麦粉製品 12干 魚 |煮』まし，いれし
一
穀 はだ，かさ麦び，えんぱく ，とうもろとし ， Jうわ，ひえ
13魚 介 |さかなつ くだ煮ゆ肝，魚か
加 工 品んづめ
1さつましも，じゃがしも，さとL 14殻 付 cf)~り ， はまぐり ，し じみ ，カミき，
5し、も 類 も，八つ疎 ，じねんじよ Eミ 類 ばか貝






8だし、ず だいす.， e:なと 17牛 乳 |特 1..惜し
!とうふ，なっとう ，みそ あぶ ら
?だしサ議貼 あげ 州製品 |粉乳耐L，チーズ
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類 食 a白a f列 類 食 ロ口ロ 例
19緑黄野菜 かぼち宇，にんじん，だいこん葉 23鰐事実自 のり ，こんぶ ，わかめ，青のりほうれん事 ，ちe . 
20その他の だいζん，キク9I なす，たまね 24乾燥野菜 切干だし、こん ，かんぴょう
野菜 ぎ，ごぼう， たけのと ，キャベグ
野tJlみ凡2 をマト ，Vモン 野菜25 つけもの た〈あん ，熔干 ，副神づげ
22その他の りんご ，なし， もも ，うめ，かき，126鞠子品類勾.こしJ.? .しょうゆ
果 実類ぶどう.1，・ちご，<り
(切取り緩)
食 品 調 査
小・中学校 分校 年組 氏公 男・女
家庭の誠業 J農・林・漁・蕗 ・工・ 鉱業.サービス莱 ，
会社員，公務員，その他
~ 朝 食 l 昼 食 タ ft 備 考
白米と変の宮ぎりど あなたの家や地区な
白米めどはん ， 弁当 -給食 ほん.J隊内とじゃが どで ，冠・婚・ 費者-
紙 立 菜のみそしる ， 白米のごはん， いも ，た'1ねぎ ，に 祭などがあ った場合
なまたまど，た たまごやさ ，梅 んじんのごった煮， には.{i言考欄に脅さ
くあん Fまし たくるん 1"hておきなさい。
1 ， 2 0と 9 • 1 ， 1 6と7， 1と2， 1 5と5と
記 八 例 16，25， 2 5 ， 2 0と19と26と
6 • 2 5 •
10局 17B (木〕 弁当 ・給食
10f:l 18日(金) 弁当 ・給食
10月 198 (之) 弁当 ・給食








とめ綱査二は .小学校では 6年生，中学校では 3fI:.<j=_の金児童 .生徒ぞ 対象として行なうもので
す。滋当な時間を利用し ，金魚についていっせいに潟怒してくだおい。
2 兇!IL生 徒 1ニ
ζ の翻玉置は，保健に関係の深い目前集結のさまぢまなことがらと身体発途との側速を研究する
た めに行なうらのです.2崎去をの項毘i主18 a'>ります が 窓味やと とはのわからないものは先生に， 
たずねて，全部の伺いについてOをつけたり，必要なζ とがらを望書きいれたりしてください。
一一一一一ー小.申学佼一一一一分校一一_2E 一一一銭L氏名 努 . 主主
(望itg涯の総業 :農，林 .i魚・ 商 .ェ .-1)ー ピ久栄 ，会社員，公事事貝 ，その他〉
L あなたの家から学事をまで ，どれくらいの/Ifi織がありますか。また .乙のごろどんな方法で滋学
してい忍かはついでひとつ門:10-'eウ け どれくらいの時間がかかるかを曾さ入れな .;n、ー ，
型民から学校までの路線 il1 学 の "J:j 世会 通学;に裂する1時間
畠炉 ねI 分
. 陥n 自 軍去 m 分
自 Eめ 耳ま 分
許t E事 分
ぞ の 他 l うT
ニミ (y>ヰc1この線から電置も 近いE窓際や診儀所まで ，どれくらいの阪商匝がありますかe
(1.1 2 Km宋欄 12) 2 - 4 Km (3; 4 -日Km @ 8-1 2Km ~ 12Km以上
3. 1日のうちで ，いつ編後みがきま す か 白
① 靭産買を洗うとき (.2) 寝る前に ③ 明と夜 @ 食事のあとで ~ ほとんどみ
-bすr.c ~ 、。
4. ~たの問いのひ とつに Oぞ勺け々さい。
111 どぢやむしろのへやでふとん令敷いて寝る。
t2) 獲のへやでふと んを君主い て渡る。
(31 寝台〈簡易ベッ トぞ会主.j')で殺る。
tlJと121こOをつけた人ぱ次の 間いに答 え な芯い。
あなたの家でほ ，ふとんを毎朝かたづけて寝室のそう じをしますか。
111 毎 日する (2) ときとさする 131 ふとんを しいたままに しておく 。
5. とのごろ ，下着〈シヤシ}はだいたい何回くらいでとりかえますか。
(lJ 徳田 121 1-2臼 131 3-5自 14) 6 - 1 0 s (51 1 1日 以 よ
- I 7ー
6. ζのごろ何回おき 〈らいに入浴しますかc
(1) 毎白 (2) 1-2日 (3) 3 --5 8 (4i 6 --1 0 a (5) 1 1日以よ
7. 1 Bのうちで どんとEときに手を洗いますか。洗う場合には い くつでもOをつけ 令さい。， 
(1) 食事の官官 ， 121 外 出か ら帰った と さ (3)用伎のあとで (41 逮 勧や滋ぴのあとで
151 あま り洗わない
8 学校に入学 してからい まs;:でに ，伶折 (侍を折る乙と 〉ぞしたととがありますか。
‘， 
(11 ない j図書究 四 年生のとき
(21 める !原tzgUJ ζ ろんだひ ょうしに 121 向い と とろから怒ち て
(2) 交 通事故で (4) そ の他
9. とのごろ ，次のような病気や異常でとまってい ることはあ り ませんか e ζ ま っている人ほ ，め
てはまるものにOぞっけ なさい。
I1J 公ら くらみやめまい (2) 艇や顔 の trくみ i3) #-震の 減少 (4) はれむのや佼高野炎
'51 ~受慌の下痢
1Qふだん ，涯 を歩く と慢に ，背 ぞ丸 め た前かがみの港型晶、1ことEって い ますか。
11 前かがみだといわれ る。 121 ち ょっと市むかがみです (3) 前かがみでない
1L家 廷 でごはん ぞ食べる と き ，どんな姿努で食べていますか。
!11 精子4こj肢 か りで (2) をきちんと迂殴 して (31 めぐらや燃すわリで
12. 欽で勉強するときに ， ど入役割Lを用いて ~、ますか。
1 J 立;ち机 ，すわり右l.1 rt用車，L (1正となどを利用 した もの}
13.家で孜・勉強するとき ，どんな照明ぞ用い て い ますか。
1J 電 工事のスタン ド
121 すわり机




f1J御岳飲んでい る ① 靭欽'u' ②夕方 飲む、 ③ 寝る官官に飲む 121 ときどき飲む
¥31 ほとんど飲まない
15.栄華藍剤やビタミ ン3刊を飲んでい ますか。
!lJ 毎日欽んでい る fそのなまえ
12) ときどき飲む (3) はとんど歓喜まない
16.翼民庭で筒食 tおやつ〉 を食べますか。
(l)飯田食べる 最 近食べたもの ① ② ③ 
いつ食べ ますか φ伺宅 して夕食 までのめいだに③ 夕 食 後かろ穫る
121 とき どき食べる (31 ほとんど食べない までのめいだに





























一 自の生活時程のうちで ，と〈に身体発途と大きな鎚速があると忽われる醐民時閣 ，家績




ζ の裁l廷は 小学校では 6$呈 申学校では 5年モの企兇王室.s:告をについて行ぽうものです。， 一 一ー
会員が渡れなく犯人して提出するよう，適切な指善事~!!i買います@
2 児童霊.~徒に
ζ の翻盟主 ，身体の発達と運動やてつだい ，睡眠時間などとの鈎速を研究するために行なうも…1 0月 17回一ら 1日月 20白 川までの 4回開口記の亡コ併に
あげてゐることがらについて ，それらぞどれくらい〈時間 〉行なったかそ調べるものです。項目
の下に{ }のついているものは，その内容を f 〉の申4こ書き入れてください。
紀入飢lになら?で ，それぞれの明自の番号と内容ぞ傍目忘れないで望書きいれ .1 0月 21 8 
f月〉に担任の先£に提出してください c






一一一一 小・中学校 分絞一一一一翌 週 氏名一 男・ 女
(家庭の峨草壁 :縫 ・林 漁 ・商 ・工・ 鉱業 ，きがー ピス業，会社員，公務員，その他)
r:- $子 /P "/ /<， 1" '1-"・1・， .，‘・!・.1 ε?，?、 f.4、y ?.?
、ー一一→ セ一一一_.}徐 一々一一ーー一一-ー'一ー 〉
企 勾 5 
ゃ、..-;f-'-，I-o) (トヲゾ?っ













































I I一・"1 ・・1 ・1"、
lルP.11o(J，)
|え(f号
↑. 9 N ノノ /2. I λ J α 5" <5 ア 8 
・・・I ・ ・f-" I.，.r"，・l'・・・1 ・. 1 I ・1・ー電 ・1・，・1・ a・'1''1'・・|・・ 1・・・0・|
r & 7 c ?〆-=， '"〆人ζ ノ~ .s・ 4t ~ &' ;> .5- ~ 







ζの調査は ，J尼宣.主従 の身体発注に闘する研 究 の 務総資料とするものであり;;eす。 j&'佼の体育
施設設備等について ，それぞれの積自の該当するものにCをつけ ，必褒事項号ご記入願います。
学校名一一一 一ー IJ、.中学校 分校 f学級数 金 !泡玉置王E徒数S号 名女 名}
記載省職 氏 名 (r=口}
「 締役 .設備について
中認重量.闘精 祭主 重 揃 5仁志師弟理事.無 考r :六ききE空 回× 皿 長聖>i〆ぐレー;j手ヲl7.3-ー ト
体育量直 はりの禽さ マyト野オ手ー宿ッレ字
コート
大 きさ rn)ぐ rn ゴニ
庭 ず十
回簡の |オヤシウシ





























イ 筏幸8 (日目訟を匹余く〉 ロ特定の臼 ハ その他
貸し出している逮助用具 f下記のほかにある場合には，書き加えてくど芯ι、。〉
イ ドッジボー ル ， 口 唱え式野球用 具 ハソフトポール ニバレーボー ル
ホ パスケ y トポーJレ ヘ サ ッカー ボーノレ トとぴなわ チ ノくー ベ )V




















F均ー i碕 下 間 やI 緑町小 吉 ケ平 分 3 1 6 
業 喜重 上 JII 討。 西川小 神谷分 3 1 9 
今 七名 小 大倉 分
ト一一
吉 志 山 古 志村 緩苧i京 小
砂 芹 ま平小 I 1 3 I 
:it 1是正 )11 ロ 町 回2芝山 小 山ノ相川l分 5 7 
湯 之谷村 耳ミ4号之谷小 際ノ巣分 5 5 
南・ 魚 e，鱈f 沢 町 三国 小 浅貝分 3 6 
中 魚 律 関 flIJ 秋成 小 結東分 3 8 
ーー。。ιι 一
~ら 校 級 地|児童生徒数
中魚 冷醇町 秋波小 府複分 5 5 
Ij " ノ〈赤沢分 5 7 
Eト1盟付 滑律 1峡小 土 倉分 5 5 
刈羽 高柳町 石 黒小 3 4 7 
組合 1向谷小 3 色




.， 北山小 r.-;， :ijl分 3 1 5 
包，〆 Ij 団代 分 3 1 1 
Ij 純生小 ミ手 間 分 玉 1 6 
Ij φ 犠明分 3 1 1 
中頚 古 )1 I!J 川谷小 一3 29 
妙 I句村 重量 室主 1、 5 1 7 
岩船 59 /1 村 女 Jlf小 S 麦 分 3 4 
? )1  ~ヒ小 上 ノ沢分 5 5 
朝 日村 二出潟二小 4 5 
山 北村 m s 6 
4少 中継小 山R露関分 4 ι 
粟島浦 和I 粟 島浦 小 5 1 4 
? Ij 釜石分 5 1 0 ._ 
注 君主 小木町 深 1扇小 5 1 7 
t笥但 中 ノ俣小 5 1 9 
十日町 六筒 塩ノ叉 分 3 6 
村上 円切谷 小 大泉問分 4 5 
両 t主 内海符小 E 1 6 
31::鴻島 小 4 ? 
計 3 5 4 3 2 
新潟市
(uj屋小 90 
鏡 潟 'J、 9 0 
白山 9 0 
新潟 小 9 0 
大畑 小 9 0 
計 5 450 
東稀 上川村 西 11 cp 神谷分 5 5 
主 )r 1 1可 津}If 申 鳥井分 2 1 1 








中 魚 津南 町
中里町
川 泊町














































































2 2 1 






2 2 5 
3 5 5 
3 ? 
2 2 2 
3 2 1 







2 1 7 
5 2 2 
5 2 1 
5 1 6 
4 6 
5 2 1 














育観 ，外的条件としての地形や忍土 ，当記棋の手伝いや遊びの名称と内容 ，迷信ゃ伝承に用いら
れている方言などであるが ，これらをイメー ジにえがくこと もで舎ない状懇でほ ，結泉を適正
に判断するのに明大な支隊がある と 術成 した。そこで ， 百 It~はーはにしかずのたとえのとおり
~)fuを訪れて縫悶机附 し， 方言などについての匁騒 を深めることができた。
-25ー
][ 耐究調査の結果と者察 ，ならひに指議上の問題点、
l 発育 に つい て
( J ) 泌~的発育統計技




.3 8 1 1 
. 1 a8 
2.1 1 
(tζ〕
1 74 1 08.4 
.3 3 6 
1 4 .~ (4.5 ) 
.3 4 7 
223 1 1 3.3 
2J!3 
一 (4.5) 
.3 5 8 
221 1 1守.2
21 1 (4.4) 
ドー
るι ? 
22.3 1 24.9 。6)
.3 7 1 0 
?22 1 .3).6 
215 
1 3.6.7 
3 8 。.qI 21 5 
長 一寸一一五 一一-
~ I都一主|へ き地|-1-i
"澗"I '"-7" I tr ・ a.gK9‘
(4.7) I (4.7) I (1.9) I (2.1) 
1 1 6.4 1 1 9.1 20，7 
(4.7) (0) (2.2) (幻)
1 21.8 1 24.8 23.2 23.1 
(4.8) (4.9) I (2.5) ! (2.5) 
1 29.9 25.5 25.9 
(5.3) (2.7) (3.0 ) 
1 .36.3 27.9 
1怠25(8M11SD}J; 1 (6.0) (3.1 ) 
1 4 1. 1 。.1)i (3.6) 
.品
109.9 1 1 1.2 1 7.9 1 8.2 
(4.6 ) (4.6 ) (1.9) (2.0) 
115.6 19.9 2日.1
(4.6) (4.8) (2.1 ) (2.3 ) 
1 21.0 1 ')2.9 22.2 22.6 
(5.1 ) (5.1 ) (2.5) (2.7) 
126.3 1 28.9 24.7 
(5.6) (5.7) (3.0 ) (3.2 
1 .32.5 1 35.2 28.0 28.4 
(6.2) (6.5) (3.9) (4.2) I 
1 3宇.3 五五1
(6.8) ! い.8)i (5.1 ) (5.5) ! 
-' 
注ム ζの資料は ，現夜 11才の児貨について ，年令 ，年必ずr遡って翁査したものである。
ム 平均は度数分布カ孟ら算出した平均0)小数第二位以ドを切りすてて ，これに0.5を加えて




重 H旬 間 .fi 高
8s rfi 市1 1ト13ij都 市 へき地 県 t;s 市
1 '1品K9 54.5cm 56.5 cm 
α1 C骨』 C7J司
62.2 63.2 65.2 
(2.1 ) (2.6 ) (2.5) 1 (2.3) (2.8 ) (2.6) (2.6) 
21.6 58.5 58.3 58.'" 6 5.0 6 7.0 
(:l.5) (2.7) (2.7) (2.4) (2.7) (2.9) (3.0 ) 
24.0 6 1.1. 60.4 68.2 69.5 
(2.7) (2.7 ) (2.ι〉 (2.7) (2.7) (μ) (2.8) 
62.8 70，3 7 1. 9 
(3.3 ) (2.8) (3.0) (3.0) (2.7) (2.9 ) 。目8)
29.7 65.3 .$ 4.4 71.7 72.4 74.4 
(3.8) (2.7) (3.0 ) (3.3 ) (2.8) (2.9) (3.2) 
33.4 .$ 6.8 i ~. ;; 
(4.9) (3.2) 。7) (4.1 ) (3.0 ) (3.3 ) φ.1 ) 
1 8.6 e 1.6 64.8 
(2.0) (2.3) (2.5 ) 〈υ) (2.4 ) (2.6) (2.5) 
20.6 56.7 56.6 
5一〈CE2685046 川 6-〈Z42L3，Y吋)I |
65.3 66.3 
(2.4 ) (2め ο8) (3.0 ) (2.5) 
23.0 59.0 67.8 68.9 
(2.7) (27) (2.9) (2.8) (2.7) 
25.9 品日.8 70，2 7 1.5 
(3.3 ) (3.日) 。.2) (3.1) φ.9) (3.1 ) (3.0 ) 
29.5 晶玉5 晶玉5 72.1 74.4 
(4.5 ) (5.6 ) (3.9) 。.7) (3.1 ) (3.4 ) (3.5) 
ニ)l d(;;)6747ぷ|引 7(;;)一一型)I (4.7)! (4.9) i (4竺l_l
算出し， (標準儒差)は分布を平方に開き小数m 2位を 4~合 5 入して第 1 位まで求めた。
るが ，項同によって多少の変動がある。
-2 7-




へ き地 県 部 市 ノ¥ き地 県
α'ft cm αR 
1 1 1.8 匂 18.l9 11 8.~ 
3 0 
169 108.8 1 10.3 
6 
(4.5) (4.5) (2.0) (2.0) 207 (4.8) 
1 7日 1 1 4.0 1 15.9 20.5 20.8 
3 1 7 
(5.0) (4.8 ) (4.7) 204 (2.2) (2.0) 
167 1 2 0.9 1 23.0 22.7 22.9 
8 
(5.2) (4.9) (4.9 ) (2.4 ) 204 (2.5) 
1.67 124.3 1 25.9 1 28.2 24.8 25.2 
3 .3 ? 
21 5 (5.0 ) (5.0) (5.2) (2.7) (2.8) 
1 73 129.0 1 3 1.1. 1.3 3.1 27.2 27.6 
3 4 1 0 
(予.221 5 (5.3) (5.5) 。1) (3.1・〉
17日 1 .33.8 1.3 5.5 138.3 30.5 
3 5 1 
(5.7 ) (5.7) (5.8) (3.9) (3.8) 21 S 
1 83 1 40.1 1 46.6 33.8 35.2 
3 6 1. 2 
σ.8) (5.5) 224 (6.8) σ.2) (5.1) ~ 
185 1 49.6 1 5 5.2 40.4 
3 7 1.3 
σ.3 ) 224 
< 
(8.0 ) (8.5) やゐ〕 (6.7) 
i 1.4 1 84 154.3 1 60.1 い8) l
46.2 
3 8 
(7.6) かる) (7.6 ) ひ0)226 
! 
〔女)
1 62 I 107.5 1日9.5 11 0.7 1 7.7 1 8.1 
6 
1 84 (4.6 ) (4.6) (4.4 ) (2.0) (2.0) 
1 62 1 1 3.0 1 1 4.9 1 1 6.1. I 1 9.7 <，0.0 
3 1 7 
1 87 θ.7) (4.6) (4.9 ) (2.3 ) (2.2) 
斗
1. 2 O.日 1 21.9 21.8 22.3 
8 
1 83 (4.9 ) (4.9) (4.9) (2.7) ο.6) 
1 60 1 23.5 1. 2 5.2 1 27.5 24.2 24.7 
9 
。.1) 1 86 (5.4) く5.2) (5.5 ) (3.0) 
1 62 1 2守.2 130.9 1 3 4.0 27.3 27.4 
.3 4 1. 0 
(6.0 ) 194 (5.6 ) (6.0 ) 。7) (3.9) 
1..35.6 1.3 7.5 1 40.6 31.2 31.7 
五5 1 1 
21 6 (6.3 ) (6.5) (6.5) い.8) (4.4 ) 
1 41.6 1 43.9 1 46.6 35.9 .3 7.5 
3 6 1 2 
205 。2) 。.7) (6.5 ) (5.8 ) (6.1 ) 
1 7 1 1 46.3 1 49.0 1 50.1 4 1.6 42.2 
.3 7 1 3 
(5.5) (6.1.) I 207 (5白7) 。.7) (6.0) 
1 7 4 1 49.5 
3 8 
208 (5.2) 0.2) 仏1)I (6.0)l 
-2 8ー
発 育 統 計
宅三~
<a 
i L :: 
(:$.8) (:$.2) (3.8) 。0)円:五五7 も7.2 66.玉 ι1.4 
(5.6) (4.1.) (4.3) (4.9) 
38.1 71.3 708 7 1.1 78.0 79.3 8白.6
(5.7 ) (4.5 ) (5.2 ) 。.0) (3.7) (4.0 ) (3.9) 
74.5 
a 8(5日a24a6)J1 l|
82.1. 42.2 75.7 74.4 82.9 
(5.7 ) 。0) (5.0 ) 。9) (3.4) (3.3) 
' 
45.6 79.1 77.9 16.2 83.6 84.9 







市 | へきJ:il! I 郎
rT-51E一円「
i I I 
訂十石 oI 0.1 5 I O.1 6 
055 1 a18 1 017 1 a18 
a40 I 0・20Iロo 0.22 
MI 0.2 3 I o. 2 o: 0.25 
Q48 ! Q26 I Q34 I Q32 
地
3 3 ι 
7 -1-0.37 I 0.30 


















ι . 0.3 O 0.36 0.31 0.1 5 0.15 5日 0.13 
3 1 7 0.38 0.37 0.3 ~ 0.43 0.17 0.1 7 0.15 
一 一32 8 0.40 0.39 0.3乙 0.37 0.17 0.21 3.16 
0.36 ! 一一3 3 ? 0.38 0.41 0.21 0.25 0.22 
3 " 
1 0 O. ，1 0 0.44 0.37 0，24 0.29 0.2 O 
3 5 1 1 日43 I 0，50 0.39 0.47 0.31 0.37 0.32 
3 6 1 2 0.51 1 0.47 0.52 0.46 0.37 0.4 4 J.42 ._-
3 7 1 3 0.53 ‘ 0.42 IL57 0.40 0.49 0.50 
141」，唱 0560.40 i 0.50 竺斗 0.51 3 8 -・・園周酔・-与- ・・ ・・・圃ト-聞句_.・4 司'同噛酬噌聞.圃'同F・-司-・， - J・ーー 一 一
::r"表と茶2表は ，小学校4年'R，ti宣と中学校 3'手生について ，そ九ぞれの年令と年l交をさかのぼ
り，身長，体重 ，胸凶 ，~定 f喝の必1)定:他省ピi.ri.等学校で行な っている健威診断の結果に もとづいて調べ
た集計表で ，へき地 ，県，t:lfi市のそれぞれの平向他 と桜準偏差を しめしたものである。すなわち，
小学校&俸の児重量では 6，5.4.ゑ2，1年と学年をミきかのぼって潟べたもの"':eiうる。同様に ，中学技3
年生では ，中学佼 3.乙1支持、必刈:lt交6ふ・uえ 1年ど殺マごもので ，これによって棄の発育曲線を拾〈 ζ
とがでさる。これ色Dj立をもとにして，へき地とお行の児市生徒にみられ る発育の特色と，メ目途点
については(2)以~に詳細にわたって分前レ ， 多面的な噌すを加えてその様車買をは鐙する予定であるが
ここでは簡単に発育の傾向を概炉し てお〈にとどめたb・。渦 5畿は ，.fti脊統計につし‘て標準点澄を
'~~111 して;1'したものである。
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これによると ，身長 ，f本義， 寺院高で~i 1"故紙次点です笥迩はあるが， 間.1t!)m ~巴!廷生i定が男女ともに県
の{翠準よりもさらに下Bっている ことがわかる。ところが ，舟闘においては ，へき地の児逗生徒の
発育が叡ぽおよび県平均よりも総体均によl司っている し，ことに低年令j萄でこの!渇きの大きいこと
がわかる。 また， 会綾的iC.{，s I白ぴ}シダ1誕生i走の女子は， j県およびへきJiBの女子よりも早い年令におい
て男子のi~背番f しのく・ ことが注目 される。
(2l へき地の児資生徒{;j:、胸liIlがすぐれているか差はないが、 身長、体重、属高では劣っている。
策 4 表はへきz也と ~市の児窓生伐の体伎役比依するために，それぞれのJ貞自について平均値







第 4 平 均
小学校る年兇選
{直 の 差 と 検 ~ A仁
み度. "区 身 長 ↓-丘一 重 i| 胸 囲 ! 泌高
i主主i ト女男 | 再守:年令¥ i |差 i検定|差 !検定!差 !検定 差 I ，~Æ: 1 
~;__ ~- 14 .~ i @ 12.81 Q)i 0.91 Q) i日710Mi-05|
34 7 1401 @ 13.8 。 I0 81 @ 1 0.71 Q>1-021 トOAj。:っ2.01'Q> !っ2 c 
35 8 14.3 I (Q)13.7 。 I0.81 ~Q) 1 0.81 @ト吋oト1.01(QJ ! 2.1 I 'c>12.0 c 
36 9 i 4.5I @ 14.0 。 i1.2! Q>11.21 l~) i-同 ト0.7 ! 2.21@ 11.9 lQ 
37 1 0 i 5.9: (ol !μL (Q):_1.8: @ ! 1.3!i~ t-ω| 十1.61@ I 2.71 ~ 12.2 c 
2. 
.ー ・
ーー “一 一ー一一一ー 一ー一一一一 一ー一一一ー」一一一一一一一一一一一一一"1笠_1=1企一




O.日 1%以上で主主ーのあるらのを表わし， 0は危険率O.0 5で
(3) へき地と都市の児資生徒で、 最も大きな警を示すのは体重量である。
第5図(1)は，へき地の児ijl生伎のそれぞれの停令における発脊率を 10 0 %とし ，それに対する



























次に特記すべき こと は ， さきに述べたようにへき地!危~生徒のほうがj肉闘ですぐれているか







乏があることになるυ そして， ζの図ではl砲相 30年度入学!尼」韮の発育率を 10 0必とし，こ
れに対応してそれぞれの年令における絹栂33年度入学児誕の発育怒宥伏|示 してある。




体重や絢聞，!Ii r誌と もにへき地の児tきのほうが郷市の児屯よりも ， 総体的IC発育~の大きいこ
とを示している。胸H買を除いたそれぞれの品1I定項目の絶対般では，白日I町0)女子児Q1のすぐれて
いることはさきにみてきたとおりであるが， 3 か年: IJ~におりる発育率ではへき.~のほうがよい
ことになる。とれには，いろいるな豊雲閣がかかわり合っていると考えられるが，主として，都
市のf尼選よりは遅ればせではあるが{生成熟がこの5か年において促進溢れているから・ではある
まいかゆとにかく， 3かヰfの経過において ，発予干の商における加迷lι現象は ，へき地 ，都市の












件直 .  .. ，島
- dごご 六戸士、斗/ーっ
2 運動椴能の発 達につ いて
;ns表は運動機能縫査結果の集計と ，へき:'II!と都市の児m生徒のそれぞれの骨量力についての業
を示したものである。 この表の奇者の発を視覚的にいっそうはっきりさせるためにグラフ化した
のが沼6図である ω とれらをらとにして ，その特異性をみると，次のような弱点、令指摘すること
ができる。なお ，i;f5 6図においては，0を基准と して十のほうがへき児寄生徒のす〈・れているこ
と公示しているし ，ー のほうでは，紹rfi児il生徒のまさっていることを表わしている。
(J) 倣しょ'"，性でl;;t有意なをはみられない。
戒しよう性をみようとする反復械とびのテス トの結果では ，数億のうえでは ，tjs市の小学校
全年尼4互の男子と女子，中学校34:.生の女子が上回っている。また ，中学校5年生の男子では
へき地のほうが上4っていることがわかるω けれども ，統計的な織作によって茅の検定を行な
っ ζみると ，この差は第 S~切に示すと おり ， けっして有志な差とはいえないことが明らかであ
るω
lX: 1変憐とびは ，中央線から左省へそれぞれ12 0仰のとこうに引いた2本の線の問を敏速に






るパーピーテス トのように ，その制定時i.lIが 10;秒間というごく短かい符闘で実織されるもの















る。 したが守て， さきに示した ように ，I有者の聞に有意な差がみられないという常長には， こ
のような発育と機彪との密綾な関連のあることが影磁を及Jぎしているものと患われるο
-36-
注第 5 表 選功機 能 前 査集計表
2. 調査人員 (総計 1.6 5 7匂)は，平安白によって多少の変動があるυ
3. iltを示す尚で ，ー の付してあるのは郎市のほうがすぐれており ，そうでないのはへき池の児裳生徒のほうがi長れていること を意味し てい






















うな要因によ ってもたらされたものなのかは ，明搬に決定づけられないが ，少なくとも L用，
-5 tlー
不用 1の原理を適用する ことができょう。適切に用いられる身体とその部分の機能や惰治は ，
いっそう織強されることはいうまでもないととるである。
へき地の児li生徒は ，後述する生活時程調査の中にもりこまれている家事の手伝いとしての




































あげられていると ころであるω とのような観点から， このテ ストの結果をJ'j!也づけてみると ，





総合昇降テ ストは ，一定のテンポ (1分間に.30凶の別会)で定められたitさ(芳子40cm 
女子 35 rm)の総合を5分間継続して昇。降りする bのである。そして ，その逐Ji!JJ[後 .台に
J煤儲けた;伏婚でj派時を一定の1間隔で3ir!1 dlJ定し ，次の公式にあてはめて指数世算出-tるのであ
る。
昇降運動の総続時間(砂)X 1 0 0 
2 X 3'司の脈蹄制定数の合計
このテ χ トで vまなによりも心事者や .~I~'l織の庇主義で持久的な;引き?と ， 強5雪な広志)J とが要求され
るわけである。このテストの!反政は ，主と して心 ・}j'bの生J理的たぬ能に綬crしている。それら





このテス トの結泉では ，I}、.中学校ともに男子でi珂省(J)(i 1]に有意な2査はなかった。 3授業の手
伝いを多く行ない.しかもけわしい地形を往3にすることの多いへき地の児iã.tJ:~には ， }寺久的
な能力がお市の児鐙生徒よりらまさっているむのと忽われたのIL，この汚チの結果!ままことに
意外であった。これは ，おそらく 女づこの家附、民腕効げであげた照由によると ころがあてはまる





3 身体 発達に影響 を及ぼす域境諸条件の分析
発育 ・允i蓬は ，個体の待つ法伝均な閃子と潔境条件との総決算であることについては，すで
に述べてさたととるである。へきtむとtls市の現実議官件は ，歴史釣 ，自然的 ，社会的 ，文化経j
!r.各面にわたって大きな銅途がある，しかし，これらの中には不断促進渉改善がなされて ，苛
奮の隔たりがし，乞いに狭めら11-ているふのも多いであろう。けれども ，との環境諸条件の相違
は必然的に1N.!lIt主徒の発育 ・発必ιみられる事実差とな って4交われているわけでおるから ，まず
-ー4 0』ー
この屈におけるi略者の相違ゃ類似点公明俗には慢する必援がうまれてくる ω そのうえで，正常
な発有 ・ 発達をtllH害 し ℃いると忠われる問低点~明らかにして ， そのt主義の方j会を講じな付れ









狗 d 表と損~ 7 表は，栄~類別食品~ttの品拘束について. 会認盗人員に対する摂取泌をみたも
ので，m6渓でほ小学校6年児境協 711:.ば中学絞 3'iE生のものを示してし‘る。このうち，
1 0 H 1 7 日(木)だりをとり出して協グラフで示したのが鋳 7 ・ 8~である。食品の摂取状
況は平Bと土曜および日開では，多少の変動はあるが，おおよその傾向はこの向慌によって
はlfiできるであるうc
$R~建知君IJ食品の摂取状況において，悦 7 閣と掬 8 図とに共通してし、るへき地と鶴市との還し、




イ法 (/Jぜ ，小麦杭 IJ法ち}製品)，獣鳥肉類 (牛，篤，豚，践J)ひる等の肉)， .g~窓




いうまでも郎、杭 とくに， J織な衆従来と しては， 劣~b泊賞よりは吋漬なた拍演の 、
つばん的Hこは助物性食品に多〈含まれていると".:1つれてL・る。)組二ゅうぶんにとる ことと，












30.2 27.4 30.9 
2.5 1.5 





31.8 3日.9 ! 6 O.l ! 3 5.5 : 2 3.2 
73.3 45.5 











































注 それぞれの類矧IJ~品の上倒はへさ・地 (4 0 4名) ，下i繍は必巾・(43 1 :g)を示している ω
- 42ー
〈へき 地 と 都市 〉
一一ー・ーー一一回寸一一---一一一一一一ーーー一ー『ー町、・ー一一一ーーーー・~一一---一一ー一一一一一ー
3.1 
;日;!1日 i 26.7 h自」:!531
一新一宇
I 4 4.1. 70.8 I 66.6 
: 28.5 1 7ω 51.5 
4.9 トU62a12 2 s1 5.0 1.7 65 1 5，2 9. 7.47.7 L 10.q 1 3.5 I 4.4 I __L2.~ _I _l2._8 
- A .3ー
第 7 表 食品摂取率
中学校5年生
¥、 I 1 日 付 1 7 日休) 1 0 月 1 8 
!"一一よ二三二、JL月 .j二五二〕;:27.士三正ゴ:1二ji 米 i 1 1 1.ゅ ; saf必- upJ H2舜 |?a;悌 l
j大 表 | 1;; ! 1213; . ?|
小 一一会一一「一~ヲ;一一汀一- 1EEI-- 1 
.L-¥ L--f -1-一 1三乙 ..1-__.!.竺一一二三・.9
いも類 i;お .52; :誌 !;:;!
油白j一-一k一i5一丁了「一7涜た了下-三:子一一-τ5ir. 7 
!γ'jzJζτ一スV;f一子一下r-一.1-刀な丁 :U: ぢ有γヲ一下「Zγ一「一?子?r -
; えぷτ一子弓忌h一〉一一寸一一l認3百:a♂lI子.一- 1烹:「「円寸すア:£;2:jい;詰i 
i-一.一一一一「一玄γτ7打つ一日引| ;引:1;U|一dその他の豆類 | 
!-h 魚 類 I 3! ?f:1一子if JZl :言ー
一工 魚 !-15 J仁三;上ー 2fi : 2:: ! 1::: 1
-
一日 f三三J-7:;-71-2」lR121
竺」よ竺-i-3十」L4-長ーは?↓-J;"竺Y 肉類 l ω_j 17.0 I 3~:6 I 10:8 ， ; . ~'.~ 
つ~~類 i Z12rrhr「21
牛乳 |毛」 31f j :: ! 171 ! 42 i 
乳製円
2.0 2.8 7.7 ロロ ' 5.4 5 ao i 
5ス8
5 Za041K0T 2F25 -l 71l- 5412 
以72M|
35.2 ' 12.5 緑黄長采 8」 16B 46.3 
84.1 76.2 j 52.1 71 575 ! 
75.9 50.0 ， 21.3 その他 の 録菜 ， ~ ~.~. I ~ ~~ 
1.4 1.6 一一o~5-- 1 0.8 ! 
1.7 -1t(トマ ト鏑を含むー)曹了一l寸L 52 ι l | 5.4 
1. 3.7 7.9 
2 1.0 7.1. I 4.3 その他 の巣実類 5J斗
1 1.5 1，6.2一寸-18.4
27.0 1 1 2.2 海 草類 29:3 1 "3.O 1 9. 
1.4 1.6 1.6 
1.7 1.1 乾燥録菜 1 7 1.4 4.5 
" 6.6 " 1.6 2野菜つけ も σ〉
9.1 2五3
r.1閣の婚はへき地 (36 5名)，下側は郷市 (3.5 2名〉

























































































































































































































































































































































































































































































































































へきJtI!でf事又E与の高し 、食品主tl と して役自~れるのは ， 大豆線品( と弓ふ . t.(っと う，みそ，あぶ











これらのアミノ般の中で ， 人体内では合成 ~fcどうしても食品中から補なわねばならな し ・ち
のを必須アミ ノ畿と称レてし、るが ，ζの必須アミノ畿の震を多 く含む食品ほど栄養価は高し、
とL、える。し‘つぱんには ，動物性食品のほうが継物性食品に比べて高し‘とし‘われているが，
設近では ，積物性食品の中にもア tノ駿構成上動物性のものとあまり釜のなし‘ものが少なく
ないことがわかってきたので， 動物性とか ，縫物性食品とし、う よりは，優賞ぎた5持!o)たん
白貨とよぷ傾向が増してし・ るとし、われる。それにしても ，米食偏重の風が検L・食生活のd究者蒔
には ， 俊寝たん白買の供給源である魚 ・ 肉類 ・ 豆類の精加が必~だといわれている。
このわむ白(lit.Ji人体遺?構成している組織細胞の主要成分であることは周知のととであろう。
ことに ，発育期においては ，この細胞の増員Eがさかんに行なわれてし、るのであるから ，つね
にたん自民を新しく補充レなければならないわけである。もし ，これがふじ申うぶんな場合に
は ，発育の遅滞や休慈の減少 ，貧血 ，浮獲量などをひきおこしやすし、とし、われる。し、っぽう ，





ってし‘るのではある空トか。 へき地では ，より多〈の動物性食品や小麦をとることが ，今後
の大きな課題となるといえよう。
イ 無線塩類 ，とく にじα，P，F e 
カ11/ì/クム~:t燐とと もに骨絡ならびに釘牙の主成分をなし， 1通常 ，燐酸カ 11/νワム ，炭是主
力1Vi/ワムのように燐駿境および炭酸様となって存在してし、る。とのカ W i/クムは ，燐員全力
JL/乙ノワムとして， 骨|舎の85飢香子占めるほどに脅や儲の僑成語障であると問時に ，休絞めアル
カリ性保持に参与し ，f阻伎の凝箇作用を促進し， 心筋の収絡を動け，態iのこ う 密性をお~え，
神経の管支刺激t生をしずめるなどの作用がある。また ，白血球の食菌作用を旺儲にする作用も
あるので .病|東粛に対する抵抗力を織すのに有用なはたらぎがある。とのカ lVνワムは ，乳
汗 ，パター ，チーズ ，大豆 ，卵黄，魚肉等師こは比較的多く含まれ ，野菜類にも概して多く合
守れてい るといわれてし‘る。しかし ，これらの食品の含有詮はきわめて微守たるもので，.-'eO_)
必要量1.1日平均 1グラム内外とされてし、るし ・ことに発予署員月においては ，1. 5グラム程度
が好ましし・とされるー ほどである。




t乞 ，5 %，立神耗組織I'l:あると考えら九て¥，.る。したがって ，人体の持戒に不ロJ'Kであるばか
りでな く て . 休内の主零な (t~反応に参l萌 し てし‘る調節~とホいえる。燐を多〈合む食品と
しては，搬して助物ll:.食品で ，ととに礼什，卵黄，午肉~に多 く 含まれてし‘るが，純物性食
品とレ ての大ft ， 話再1正午のよう 次宥紡にも合吉れてし、るの 1 8 0"110、現~ fj'(~;t成人で約 1 グラム
允奇刻には 1~1 ・ 5 グラムIrr.だとされてL ・る。
人体中に存在する欽の盆はごく役時まにすき't.!¥"0ととるが ，この微憶の設はSR養上'l!.'l是な
忠義を持ってし、るのである。すたわち ，lsl液中にあってはへ Eグロピ Yr1'I三零な成分であり，
血液僑還，乞喜主要な&-J:lJを来たし Cいる。ぎた，クロマテンとたって組叙の生活機能を謁節し
鈎とともに駿化遺忌作間にもあずかつてし・る。したがって ，生活除籍制圧感な発育ー 期におし・
ては ，この款は多慌に必於とされるわけである。成人では，おおよそ 1自に 1日-15mが
とされるが，幼児では係車1Kgあたり ， 0.6 mff tftしゅie，'，~ と 8れ ， llX人よりははるか
に多震が要求される。法令多く含む食品としては ，肉矧 ，卵筑j，牛乳 ，巣実 ，野菜などがあ
げられている。この放の欠乏は ， イ本体| における般化作用十減!)~ぜLめ .1また貧血(低lJl色~
性〕をひきおとしやすいとし‘われてし・る。
以上述べてさたようにカ Wジクム ， 燐，荻が発育にとっ て14.恋n:~君、妹乞持ち ， 1きた聖台後な
かかわりを持っていることa:'O:D1したのであるが，このような観点、からへき地の兇畜
生徒の食品J言明文がお市よりも少，，1，・ことが在白される。だから，とれらの食品に比政的多く
含まれてし‘る カwνヲム，燐 ，耳央の1英i奴に主宰b・て ，t長..t.:的な途b必:生じてし‘るととであろう弓






その石灰イもが遅れるばかりでな< ， う煽や骨f.{ .(t ~烹 ， くる絹 !nl京肉とらt.l:る と いわれてL ‘る。
ピタミ yDは ，肝油 ，バタ ，卵苛宅きに多く含まれており ，4i古物l生食品では干レしし、た付に
比般的多く合:tれている。マた ，~案外線照射に よ って ， 体内に同然先住することも切らかに:
~れてし 、 る。平場 ， ことに偽崎や . g護挨に汚染されてし‘る官官市よりは ，rti浜や高山向証書政嶋
の王豊富なことは辰・%のとこるであるう。 しかし ，谷笥や山あし、の太紛照会の少ないとこるで
は ，との恩恵に浴する機会も少ないのでfJ&うるさH、tJ'O したがって，占sI打でほし・うきでもな
いが ，谷間や山あいの多い山間吟にあっては，ビタミ ;;Dを含む食品の摂h互によって ，補充
しなげればならないこととたる。このよろr.t筏~.からみても ，，両者の1J:品摂奴の逗b‘は発育




保健に関するさ1:. 1吟状況の司書査は I '~ 出I~筏によって行な司 たのであるが，との結果l乞っし・て
t1 I それぞれの嶋Mにわたって調査人ftKこ対する応答君事会だし，グラ 7化したものを示しなが
ら考察を加え， 問題点が~~らかにしてb ‘ こうと考えた。
ア通営の状況
区[tlこょ っ℃わかるように ，通学0'1~f!附(片道} のそれぞれの区分において ， へき地と都市
ではあま り大主なiをし、 I~みられなし必" 6 '(m以上に小・中三副交ともにへき地のほうになb、の













方 1i3 幸4 事 b
自 給 .t- 
，毛 4L 










から， 通学のÌJff.. はもっぱら歩行によらざるを~~.与なし、のに反し， 鶴市ではさ修行のほかにパス
や汽車などな牽IJ)日ずる者XI'" 、る。このために，通学の所袋附f協は， 都市のほ うでは~E縦に比
して逗織されCいるが，へさJ:fil.には II時間以上もかかる殺のし‘ることが佳向される。
中央教育';fi.:議会 (Usfo 3 1年)の谷市によれば， l星学のf械 は遜銘の媛易，その似の粂件






















るう。もし， さき、患がでたような場合には， どのような処置が議ぜられるのであるう 治、/lI2~
的にも，時間的にも近くに医院キ診療所のある こと民 生舟の安令治鴇狂される という窓味





3.~ 中 '‘ ，s.t'-忌
具|岬川
〈角南J島内¥'，...曹司苦む〉
そ1急 E す る
う |ι~ t"'~す ~
じl;s年 な
へき地で民どざやむしろの上にふとんを数し・て寝る宥がおおよそ半分(小54 ・ 9~も
叩 4d ・d%)を占めているの珂こ， ilirliでは蟹のへやで寝る名ーが多い。(小9 1.4%， 
中 91. 1 %)また， 寝室の掃じでは 係市で毎日する(小89%，cp81.1%)者の多し・の




















飽みめ~!ま，苦手食後に行なうのが斑想、である。アメリカの 5 ・ 5 ・ 5 式は， 食後五分以内，
















































である。 3-5日おきにとりかえる者は，両者ともにほぼ同率を占めている杭 1 1日以上
もとりかえない者;oi. へき地にみられることは注白 される。
清掃や入浴と関連しむ下着のとりかえは笠.活環境と身体の清潔を保つために，つねに織
意すべき保健の根本であり， 出発点ともし 、 うべき性;貨のものである。それば尻精神高11~上ば
いうまでもなL・し，生活や学~の能E容をあ町応替な少な くするとし 、 う除夜、からも， をた，


















.fo予告 中 伝 i dl)~詰
正
五可。、戸「みがといわ'It争
し中ん倹な地jl~につけられた山道を援り降りする こ との多し 、山由討誌の児童話生徒には，人か
らも認められるほどにほぼ客重量的な前かがみ (猫背)の者が多し、のであるまいかとの予惣に






















凶となったり， 長骨の{~ び~州害する要[;&1 ともなる。正長短する場面や機会は食事の際だけで
はたし、かもしれないが， 食事の際にはなによ りも〈つるし、だ楽な姿勢で楽しく食べたいもの
である。






























とであるが，いすなおランプを使用してし・る者のし・るζ とは驚 く べきととである。照明が
不良のときには，情緒的にも好まし くなL・2彰害警がめることはし・うまでもなし、い長崎習の掌























肝油， ピタドーJレゼリー ， アリナミツ， ピコ1"Pミシ，パ γピタツ，わかもと， ボボソS，





































貴島 8表 (へき地〕 (郷市〕
も ち ・か き (72) てんぷら ・ 氷 (5 0) 
てんふ・ら・すいか(4 1 ) 7.;， f乙・ 氷 ( 4 3) 
梅干 し・し、 か (3 1 ) 'il. 類 - 氷 (3 1 ) 
さくらんぽ ・わかめ(1 8) j匂千 し-ゃっ め (1 8) 
た こ・カミ き(2 3) 梅干 し."、 か(1 4) 
し、 '/.)，・ まiJ< ( 1 d) tJ‘ に・か き (1d) 
梅干 し-ゃっ め (1 2) -<1 し、;1;'. 氷 9) 
カ込 に ・ ヨjく ( 1 1) すし、 か ・てんぷら( 守)
梅干 し."‘ か(1 1 ) 梅干 し・てんぷら(
そ ば ・た に し( ノ、. ナ ナ・ 氷
も ち -さんなん( 9) とろろいも ・ 7J< 6 ) 
う り・あわび( 7) 
てんふ:ら ;iJ< ( 
カ主』まらや・さ の こ(










〔へき地〕 r L 都
?
うるしかぶれKは，かにをつぶした汁をつける 果物の鐙を飲むと盲腸にな る。 (1 9) : 
とよい。(4) iやけどには味噌をつけるとよい。 (5) i 
はしかになって， 見舞し、をもらうと経 くすむ。 Iかぜをひし、たら梅干し湯を飲むとよし、。(4) I 
( 4 ) Iごはんを食べて，すぐ慣になると牛になる。
ごはんを食べてすぐ僚になると牛になる。 1(105)
( 6 4) I :箸度しはよくなし、。 (34) 
ごはんに箸渡しはよくなし‘。 (12) 
泣きながらごはんを食べると， 火事になる。




( 5 ) 



















箸でおi湯を吸うな。 (5 ) 
佼，つめを切ると， 親の死白に会えなし、。
(9) 
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-5!:lー
~ 9 図は ， 睡眠時i国 ， 起宋 ・ 就寝時閣を図示したものである。 この図をみて，へき地と 都
市の児玉量生徒のそれぞれの特色と相違点を要約すると次のとおりである。




























の内容は突にさまざまであるが，食事に関するもσ;，(E) ，清掃((.)) ，雑用 (11)，家業
(H) ，なにもしない (刊に分類してかかげた。食事 (ea七ing)に関する手伝いの内容は
炊事，米とぎ，お底立て，食器出し、食事のあとかたずけ，食器洗し、などである謂掃(c-1e-
arln只》乞は婦きそうじ，ふさそうじ，ガラスふき，玄関そうじ，長室のそうじと手入れ，ど







高 5 4， 1 0/)とれをいっそうはっきり 5せるために へき地と都市を対照的に図示したの
が第 11図である.
第ノ/図 (1) 家事の子伝い






































若宮布協必死勿~乏~| しない r' ~ 
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段今勿ゑタゑタZタ多勿~ぷグオ L. r.，t L、 1'0ロ
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別でみたのが第12図;である。 ζの図で主主も注目されるのは，中 3湾女の 4時間以上が高率



































非現実的であり ，流劫的であることなどが特色としてあげられよう。また ，)並びは しばしば
仕事と対比される樹念としてとりあっかわれ，仕事が目的のための活動院な手段とされるの
に対し，遊びは活動そのものを楽しむという自己満足的な活動であるところに本質があると
説かれている。いずれに しても， この遊びは児 f~l判定の目立長~違にとって ， 大きな効果のあ
るととについては異論のないところであろう。その効巣は次のように主主約できるであろう。











第 11表 遊 び
110i 運 動 ワ」一二G二_-_1二7二ι1tJ亙'r-十寸 1ー2ー.日係一一一27一.7必!1 5一~3;r二一一 1耳一一一一ー ピ土竺l しこ竺l
17「文芸 山 5.6 1 4.91 3.6 I 7.1 
iE 名 1.0 1 I 2.2 I 1.2 v I 33.3 ! 1 4.8 I 29.7 1 1 7.8 1 22.7 I 39. t 1 24.9 I 52.4 
尽10 運動 26.6 11 9.7 1E 16.9 1 8.7 1E 10.2 1I 29.3 I|ー 4.7 I' 55 
1日7 文芸 6.8 1 7.4 1 9.4 110.1 1 ω | 71 11Z4 1 41-
(金 無記名 口 111・.8 I 7.5 I 1.9 ! I 1.1. i 1 
~ I T v I 34.3 11.3.1. ¥27.2 ¥16.3 119.9 ¥ 348 123.7 : 43.5 
1.0運動 30.6 121.9 115.6 1，.9.2 1，0.6 122.8 五6 I 7.1 
月
17 文 芸 品.814.4 I 7.1 I 1 1.5 I 3.7 I 8-7 I 8.9 I 1-1.2 
日
I ，.._無記名 4.5 I 7.9 I 5.7 I 2. 9 I I 1. 件
土 一一一ー
'-' 1 T v 131.6 1.5.7 124.5 11.8.3 I 19.942.4 I 27.2 I 47.6 
運動 31. 6 ! 4 3.2 1，.6.5 1 2 1.6 i 18.' I 30.4 I 5.9 1， 4.1
10 一一 ーーー一一←一一一一一~ ~-ブ I 5.1 11 4.0 一山斗1ごとと~ 1 4.9 I 1 1.8 I 82 
i 1 時記名 I7.3 1，6.6I 1 1.8 3.8 1 lO5 
ig : T V | 35.5 1，7.0 i 31.6 T 25.5 1，6.7 Iー36.4一い一5.4 Iー4ー1.2 
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小 学校 6 年
男 女
へ き地 | 都 市 へき 地
おに ご っ こ |おにごっこ|おにごっと iおにご っ こ
ボ「 ，レ投げ |ポ
かくれん fま， Iか くれ んぼ|かくれんぼ |かくれんぼ
ル遊びJレ遊び|ポ
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中 A寸Lιe 校 5 年
男 女
'" き 地 都 市 d、 き 地 都 市
野 球 野 球 ノ4 レー ボ - )レ ノ4 レ ー ポ ー Jレ
バレ ー ポ-)レ バレー ホ'ーー ノレ パドミント ン パドミント ニノ
キャ Y チボー Jレ キャ Y チ ポーノレ ソフトボ -ー)レ ド'/ -;/ ポ一一 Jレ
パスケ Y トボーノレ バスケットポーノレ 卓 球 卓 球
パドミント ン バドミ ント ン ポー Jレ投げ 7 :tー クダンス
テニス ポー-)レ ソフト ，1<- )レ な わ と び な Zつ と ひ.
卓 球 卓 球 おに -，J つ ラ.:ー tJ フ'-







;俸 す も う た ヲ・ さ し 散 歩、ー
転 車 r:. わ と ひ'
てコ り 魚 てコ り
歩 散 歩




















勉強べゃを独立してやった り， 坐位よりは摂掛けて勉強のできるようにしたり ，適正な照明
を施し ，また，栄養の補給，気分転換のためのレクリエーシヨ ンなどが適切に議り こまれる
ように， 暖かみとはげましとが能率化の上からも大切であろう ω
生活時程調査に表われた家庭学習の時間的な実践は第，5図に示したが，へき地とrm市と
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斎藤 .祖国編 保健衛笠辞 典
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松井 .水 野 .江橋共著 体育測定法
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